




 

【添付資料】 

 

添付資料の目次 

 

１． 当四半期決算に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．２ 

  (１) 経営成績に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．２ 

  (２) 財政状態に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．３ 

  (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明・・・・・・・・・・ Ｐ．４ 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．４ 

  (１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動・・・・・・・・ Ｐ．４ 

  (２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用・・・・・・・・ Ｐ．４ 

  (３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・・・・ Ｐ．４ 

 

３． 四半期連結財務諸表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．５ 

  (１) 四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．５ 

  (２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・・・・ Ｐ．７ 

(３) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．９ 

  (４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

     (継続企業の前提に関する注記)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．10 

     (株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)・・・・・・・・・ Ｐ．10 

     (セグメント情報等)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．11 

 

新明和工業㈱ (7224) 　平成26年３月期　第２四半期決算短信

1



 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長期化する欧州債務問題や新興国経済の成長鈍

化、米国の財政問題などによる海外景気の下振れによる影響が懸念されるものの、日本政府の経済政

策や金融緩和策により輸出企業を中心に企業業績の改善がみられ、雇用情勢や個人消費も改善しつつ

あるなど、回復の兆しが見える中で推移いたしました。 

 こうした中、当社グループは、中期経営方針の推進２年目を迎え、重点施策である「一定規模以上

の収益を継続して創出できる体制の構築」に向け、基盤となる主要事業に経営資源を集中し、世の中

の変化や多様化する顧客要求に適応する製品・サービスの創出に努めてまいりました。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、特装車セグメントにおいて、主要製品の需要が

高水準を維持したことや、平成 25 年１月１日付で富士重工業㈱から譲り受けた塵芥車事業が業績に寄

与したことに加え、航空機セグメントにおいてボーイング社「７８７」向け主翼スパーの納入数が増

加したことなどや円安効果により、受注高は 93,033 百万円(前年同期比 14.3％増)、売上高は 72,507

百万円(前年同期比 11.7％増)となりました。 

 また、損益面では、増収及び円安効果により航空機セグメントの採算性が向上したことなどから、

営業利益は 3,970 百万円(前年同期比 125.8％増)、経常利益は 4,102 百万円(前年同期比 127.1％増)と

いずれも前年同期と比べて増加いたしました。四半期純利益は、子会社取得に伴う「負ののれん発生

益」を計上した前年同期からは減少し、2,797 百万円(前年同期比 50.6％減)となりました。 

 

 当社グループのセグメント別経営成績の概況は次のとおりであります。なお、各セグメントの受注

高及び売上高には、セグメント間の内部受注高及び内部売上高を含んでおります。また、文中の受注

(高)及び売上(高)の増減は、前年同期との比較であります。 

 

航空機セグメント 

防衛省向けでは、固定翼哨戒機「Ｐ－１」及び次期輸送機「ＸＣ－２」向けコンポーネントの受注

が寄与した前年同期に比べ、受注は減少したものの、「Ｐ－１」「ＸＣ－２」関連の売上やＵＳ－２型

救難飛行艇の修理作業が増加したことにより、売上は増加いたしました。 

一方、民需関連は、ボーイング社「７８７」向け主翼スパーの受注及び納入数が増加したことなど

や円安効果により、受注、売上ともに大幅に増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は16,286百万円(前年同期比17.9％増)、売上高は15,686百万円(前

年同期比 50.5％増)となり、営業利益は 2,766 百万円となりました。 

 

特装車セグメント 

車体等の製造販売は、震災復興関連需要等の継続により大型ダンプトラック等の主要製品が好調に

推移したことに加え、富士重工業㈱から譲り受けた塵芥車事業が業績に寄与し、受注は大幅に増加し、

売上も増加いたしました。 
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 保守・修理事業は、受注、売上ともに増加し、林業用機械等は、前年同期並みとなりました。 

 この結果、当セグメントの受注高は43,372百万円(前年同期比28.4％増)、売上高は33,391百万円(前

年同期比 9.5％増)となり、営業利益は 2,135 百万円(前年同期比 7.1％減)となりました。 

 

産機・環境システムセグメント 

 流体製品は、大口案件の寄与などにより、受注は増加し、売上は前年同期並みとなりました。 

 メカトロニクス製品は、自動車産業向け自動電線処理機の需要は高水準で推移したものの前年同期

には及ばず、受注は減少し、売上は前年同期並みとなりました。 

 一方、環境関連事業は、受注は増加したものの、売上は減少いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は 13,022 百万円(前年同期比 5.8％増)、売上高は 7,946 百万円(前

年同期比 5.1％減)となり、営業損益は 370 百万円の損失となりました。 

 

パーキングシステムセグメント 

機械式駐車設備は、大口案件の寄与により受注は増加し、売上は前年同期並みとなりました。 

また、航空旅客搭乗橋「パックスウェイ」は受注、売上ともに減少いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は 15,404 百万円(前年同期比 2.1％増)、売上高は 11,224 百万円(前

年同期比 4.0％減)となり、営業利益は 145 百万円(前年同期比 72.0％減)となりました。 

 

その他 

 建設事業は受注は減少したものの、売上は増加し、当セグメントの受注高は 6,527 百万円(前年同期

比 16.4％減)、売上高は 5,743 百万円(前年同期比 9.4％増)となり、営業利益は 191 百万円(前年同期

比 36.8％増)となりました。 

 

 

(２) 財政状態に関する説明 

 当第２四半期末における総資産は、たな卸資産は増加したものの、売上債権や現金及び預金が減少

したことなどにより、前連結会計年度末に比べて 1,542 百万円減少し 153,705 百万円となりました。

負債は、仕入債務の減少や、長期借入金の返済、法人税等の納付などにより、前連結会計年度末に比

べて 4,555 百万円減少し 61,658 百万円となりました。純資産は、四半期純利益を計上したことなどに

より、前連結会計年度末に比べて 3,012 百万円増加し 92,047 百万円となりました。これらの結果、自

己資本比率は、前連結会計年度末の 57.3％から 59.8％に上昇いたしました。 
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(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 25 年 10 月 30 日に公表した業績予想から変

更しておりません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

航空機 特装車
産機・環境
システム

パーキング
システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 10,421 30,457 8,369 11,684 60,934 3,970 64,905 ― 64,905

セグメント間の内部
売上高又は振替高 ― 31 3 5 40 1,277 1,317 △1,317 ―

計 10,421 30,489 8,373 11,690 60,974 5,248 66,222 △1,317 64,905

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

219 2,297 △481 518 2,554 140 2,694 △936 1,757

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△936百万円には、セグメント間取引消去△7百万円､各報告セグメントに配分していない全

　　　社費用△928百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験研

　　　究費であります。

    ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの資産に関する情報

     平成24年４月２日付で､東邦車輛(株)、東京エンジニアリングシステムズ(株)及び東京パーキングシステムズ(株)が連

   結子会社となりました。これにより、前連結会計年度の末日に比べて､当第２四半期連結会計期間の報告セグメントの資

   産の金額は、「特装車」セグメントにおいて12,506百万円、「パーキングシステム」セグメントにおいて6,743百万円そ

   れぞれ増加しております。

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  (重要な負ののれん発生益)

     平成24年４月２日付で、東邦車輛(株)、東邦車輛サービス(株)、東京エンジニアリングシステムズ(株)及び東京パー

   キングシステムズ(株)の全株式を取得したことによる負ののれん発生益は、「特装車」セグメントにおいて4,136百万円、

   「パーキングシステム」セグメントにおいて308百万円であります。

当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

航空機 特装車
産機・環境
システム

パーキング
システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 15,686 33,386 7,945 11,219 68,237 4,270 72,507 ― 72,507

セグメント間の内部
売上高又は振替高 ― 5 1 5 11 1,473 1,485 △1,485 ―

計 15,686 33,391 7,946 11,224 68,248 5,743 73,992 △1,485 72,507

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,766 2,135 △370 145 4,676 191 4,868 △898 3,970

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△898百万円には、セグメント間取引消去7百万円､各報告セグメントに配分していない全社

　　　費用△905百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験研究

　　　費であります。

    ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　 該当事項はありません。

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注3)

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注3)
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